
○人口減は震災前から続いており、震災時には減少幅が
　拡大。
○震災後は減少幅が徐々に緩やかになっている。
○減少幅の縮小は、社会動態の改善によるものとみら
　れる。

2 社会動態（年少人口及び生産年齢人口）
基準：暦年
出典：県統計課「福島県の推計人口（福島県現住人口調査）」
　　　（社会動態（転出超過）の推移）

◎前年比 ◎震災前比
（転入･転出:人） （社会動態:人）

+61.3% 転入　H26=105.1
転出　H26= 89.8

3年連続転出超過幅縮小 (H22=100.0)

-0.56% H26=95.4
17年連続減 (H22=100.0)

1 総人口 基準：各年10月1日現在
出典：県統計課「福島県の推計人口（福島県現住人口調査）」

◎前年比 ◎震災前比
（人） （前年比：％）

4 県内総生産（名目）

○震災時、特に生産年齢人口の女性と年少人口の転出が
　大幅増となり、転出超過が拡大。
○その後、平成25年までに震災前の水準に回復。
○平成26年は生産年齢男性の転入増を要因に、転出超過
　数が前年からさらに減少。

基準：年度
出典：県統計課「福島県県民経済計算」（確報、平成25年度は早期推計）

◎震災前比
(合計特殊出生率)

+0.05ﾎﾟｲﾝﾄ H26=103.9
2年連続増 (H22=100.0)

○平成25年に上昇に転じ、震災前の水準へ回復。
○さらに平成26年は1.58となり全国9位、東日本では
　1位の高水準へ上昇。
○前年からの上昇幅は、平成25年に+0.12、平成26年
　に+0.05となり、2年連続で全国最大。

3 合計特殊出生率 基準：暦年
出典：厚生労働省「人口動態統計」(平成26年は月報年計の概数値)

◎前年比

◎前年度比 ◎震災前比
（億円） （前年度比：％）

+6.9% H25=104.3
2年連続増

（前年度比：％）

+8.7% H25=110.9
2年連続増 (H22=100.0)

○平成24年度の増加率は全国1位。
○平成25年度の速報値は283万3千円となり、2年連続で
　増加。
○県内総生産の回復に伴い、民間法人企業所得が大幅増
　となったことが主な要因。

(H22=100.0)

○平成24年度の経済成長率は全国2位。
○平成25年度の速報値は7兆2,776億円となり、震災前
　を上回った。
○建設業が震災前の2倍に伸びたことが大きく影響。
○製造業や電気・ガス・水道業も、全体を押し上げた。

5 一人あたり県民所得 基準：年度
出典：県統計課「福島県県民経済計算」（確報、平成25年度は早期推計）

◎前年度比 ◎震災前比
（千円）

2,029,064 1,936,630 
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○年度末高校卒業予定の就職希望者のうち、県内での
　就職を希望する生徒の割合は、平成24年度末卒業予定
　者から4年連続で上昇。
○平成27年度末卒業予定者では86.4%、統計が残る平成
　元年度以降、最も高い割合。

6
高校卒業予定者の
県内就職希望者割合

基準：各年度5月15日時点調べ
　　　　各年度末卒業予定者における県内就職希望者数／就職希望者数

出典：福島労働局業務資料

（前年度比:％）

+0.7ﾎﾟｲﾝﾄ H27=103.8
4年連続増 (H22=100.0)

◎前年度比 ◎震災前比
（％）

○東京都中央卸売市場で取引された本県産きゅうりの
　市場価格は、平成24年に189円/kgと市場平均の63.6%
　へ下落したが、翌年以降は震災前を上回った。
○ももは平成23年に222円/kg、市場平均の43.8%へ大幅
　下落したが、平成26年は69.0%まで回復。

7 企業倒産件数
基準：年度
出典：(株)東京商工リサーチ郡山支店・福島支店「福島県企業倒産状況」
　　　　(負債総額1,000万円以上)

◎前年度比 ◎震災前比
　　（件） （前年度比：％）

-11.8% H26=26.8
6年連続減 (H22=100.0)

○平成21年度から減少傾向にあり、平成24年度以降はさらに
　企業倒産が沈静化。
○特に、震災後は復興需要や震災関連制度融資による金融面
　の下支えによりさらに減少傾向にある。
○平成26年度は30件、昭和43年の集計開始以来、過去最少。

9

◎震災前比

１０の指標にみる福島県のいま　Ver.12

◎前年比 ◎震災前比
きゅうり -0.3ﾎﾟｲﾝﾄ
もも　　 +3.8ﾎﾟｲﾝﾄ

きゅうり H26=109.5
もも　　 H26= 78.2

きゅうり　2年振り減
もも　　　2年振り増

（市場平均=100）

(H22=100.0)

(前年比：％)

+4.7% H26=143.0
5年連続増 (H22=100.0)

○医療関連産業の集積は、復興計画の重点プロジェクト
　の1つであり、着実に生産額を伸ばしている。
○平成26年は130,344百万円で、前年に引き続き全国3位
　の生産県となっている。

8

(百万円)

きゅうり･ももの市場価格
基準：暦年
　　　市場平均価格を100とした本県産平均価格指数
出典：東京都中央卸売市場「市場統計情報」

医療機器生産額 基準：暦年
出典：厚生労働省「薬事工業生産動態統計」

◎前年比

各指標の詳細なデータについては、出典元の各統計をご覧ください。

H26=88.8
3年連続増 (H22=100.0)

○路線廃止等による長期的な減少傾向の中で、平成23年度は
　前年度比△26.8%の大幅減。
○翌年から回復をみせ、平成26年度は254,199人へ増加。
○国内線は平成24年度に震災前年度を超過。以降は毎年
　約1万人ずつ増加し、平成26年度は震災前年度の110.7%。

10 福島空港利用者数 基準：年度
出典：県空港交流課「福島空港利用状況」

◎前年度比 ◎震災前比
(人) (前年度比：％)

+4.3%

 ＜変化方向について＞ 

   緑：良い動き     赤：悪い動き   黄：横ばい で表示。 

  ※逆向き指標（企業倒産件数等）が減少した場合、下向きかつ緑（良い動き）の矢印となる。 
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